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　（別紙）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の
理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します
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項　　目
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　　↓該当する項目に○印
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・利用者の体調について、週１回訪看に診てもらっている。緊急時の対応策や医師との連携もとれてい
る。
・毎月１回の家族会を設けて、利用者さんとの関わりを持っていただいている。
・毎月１回　近所の人、利用者さん、職員と交流をしながらグループホームについて理解を深めていた
だいている。

民家改修のホームはスタートから13年目を迎えており、開設からの定員6人という少人数の暮らしにこだわり続け営まれ
ている。毎月27日に利用者と地区の高齢者が集い、また、家族会も兼ねた「ふれあいお茶会」が継続して行われており、
毎月20名位が参加しそのうちの10名前後が地区の方で時には紙芝居や歌のボランティアなども参加している。また、毎
年、「ふれあいお茶会」のメンバーで善光寺参りをしたり村内の高原でピクニックを兼ねた昼食会をしている。そのほか、
年中行事や季節に合わせた外出行事で継続していることが多く、春・秋の2回、毎年近くの北竜湖温泉の保養施設にも家
族とともに出掛けており「家庭にいてはなかなか出来ないことを計画していただきありがたい」との感謝の言葉もいただい
ている。新しい管理者になり今までの良いところは踏襲しつつ、できるだけケアの時間に集中できるようにと今までの記録
様式を改善し短時間で記入できるように工夫し、また、職員がその理解を深めるための機会も設けている。今まで地道に
積み上げてきたホーム独自のノウハウを更に充実させていこうと管理者を中心に前向きに取り組んでおり、「生きる力」を
いただいたりさしあげたりしながら感謝し合うという「互助」の関係が更に深まっていくのではないだろうかと感じた。
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